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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆様　こんにちは。
静岡県浜松市にあります救護施設慈照園の指導員　平野より、赤い羽根福祉基金助成事業の成果と課題について、ご報告いたします。
よろしくお願いいたします。



1. 本日の内容

 事例報告のテーマ

 助成事業の目的

 助成事業の内容

 助成事業の成果

 助成事業の課題

 まとめ
※掲載写真はご本人の了解を得ています

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は、以下の内容で報告いたします。
１）事例報告のテーマとして、今回の発表で何を伝えたいかをお話しします。
２）助成事業の目的として、仮説をたててみました。
３）助成事業の内容を、要約してお話します。
４）助成事業の成果と課題を考察します。
５）最後にまとめとして、仮説の評価をしてみます。




2. 事例報告のテーマ

救護施設における精神障害者の地域移行

の促進および地域生活定着のためには、

どのような支援が必要か 検討する。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
応募した事業のテーマは、
救護施設として日々、利用者の地域移行促進の支援をしていますが、地域移行をスムーズに行い、かつ地域生活が定着できるように、救護施設に入所している段階からやれることがあるし、それをやれば、よりスムーズに移行ができるのではないか、というものです。



3. 助成事業の目的

 地域移行には施設入所中から地域生活を見越し

た準備が必要である。

 施設生活に慣れてしまい地域移行の意欲が減退

することを防ぐ手立てが必要である。（地域移行

への意欲喚起こそが重要である）

 退所後も人的つながりが必要である。

上記のために助成事業を企画・実施した。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは仮説です。

仮説１）地域移行には施設入所中から地域生活を見越した準備が必要である。

仮説２）施設生活に慣れてしまい地域移行の意欲が減退することを防ぐ手立てが必要である。この意欲喚起こそ重要である。

仮説３）地域生活を定着させるために、人的なつながりが必要である。これはフォーマルな支援だけでなくインフォーマルな支援も必要である。

この仮説に基づいて企画立案し応募しました。



4. 助成事業の内容

事業名：救護施設における精神障害者の地域移行と

自立生活の継続支援に向けた事業（地域サロン事業

短期居宅生活訓練事業）

（1）地域サロン事業

（2）短期居宅生活訓練事業

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
事業名は救護施設における精神障害者の地域移行と自立生活の継続支援に向けた事業　です。

大きく分けて2つの項目からなりたっています。

１）地域サロン事業

慈照園利用者と地域の方の交流の機会をつくる事業です。

また、地域移行の意欲をつくる事業でもあります。

２）短期居宅生活訓練事業　

　2点目は慈照園の近くにアパートを借りて単身生活を練習する機会をつくることです。



4. 助成事業の内容 （1）地域サロン事業

（1）地域サロン事業

●地域移行の拠点となる施設の確保

・就労支援 園内作業（内職作業）場として利用

・クラブ活動・余暇支援

・カフェ開設による施設利用者と地域ボランティア、

退所者、地域住民との交流促進

●地域移行促進のための学習講座の実施

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず１点目ですが、「地域サロン事業」の中身は、

地域移行促進のための拠点となる施設を確保することです。
慈照園の道路をはさんだすぐ近くに事務所になる施設をかりました。

そこで就労支援として、園内作業の場を確保しました。地域移行や外勤就労をめざす利用者をここに集め作業をすることで、利用者の自覚が生まれました。

さらに、クラブ活動・余暇支援の場所として、利用しました。
クラブ活動では、茶道クラブ、絵手紙クラブ、書道クラブが利用しました。
当初は、地域のボランティアの方に指導を受けていたクラブであり、この場所にきて指導をお願いしていました。しかし、新型コロナウィルス感染予防のため、来園していただくことはなくなりました。


新型コロナウィルス感染予防のため、まだ実施できていませんが、カフェ的な利用も企画していました。慈照園利用者と地域の退所者や支援者、ボランティアとの交流のためです。
これも現在中断を余儀なくされています。






4. 助成事業の内容 （1）地域サロン事業

拠点となる施設の確保

拠点施設 第二あすなろ工房 外観 拠点施設 第二あすなろ工房 外観

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これが拠点施設の外観です。慈照園内の作業場を「あすなろ工房」と呼んでいるため、「第二あすなろ工房」という名前をつけました。あるいはサテライトともよばされています。



4. 助成事業の内容 （1）地域サロン事業

拠点となる施設の確保

慈照園

拠点施設

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
場所は慈照園の道をへだてた東側になります。以前は会計事務所が入居していた2階だての建物です。



4. 助成事業の内容 （1）地域サロン事業

就労支援 園内作業

第二あすなろ工房 園内作業風景 第二あすなろ工房 入口

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
右写真が建物入口の「赤い羽根福祉基金の助成であることをしめす掲示です。

左写真は園内作業の様子です。自動車部品のバリ取りを行っています。



4. 助成事業の内容 （1）地域サロン事業

クラブ活動

茶道クラブ 書道クラブ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
クラブ活動の様子です。

右側写真は書道クラブ

左側写真は茶道クラブ

の様子です。



4. 助成事業の内容 （1）地域サロン事業

クラブ活動

絵手紙クラブ 地域生活を続けるための昼食づくり

昼食づくり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
左側写真は同じくクラブ活動で、絵手紙クラブの様子です。


右側写真は、昼食づくりの様子です。

地域でアパート生活を送っている方で、救護施設デイサービス利用者や地域移行をめざしている慈照園利用者が、昼食づくりを行いました。これは食事や栄養バランスを考え、調理の技能をあげることで健康を維持していくためのものです。自分で簡単にできることを増やすことです。




4. 助成事業の内容 （1）地域サロン事業

＜アパートで暮らすためのお役立ち講座＞

2019（令和元）年度 3回

2020（令和2）年度 3回

2021（令和3）年度 1回 （2回これから実施予定）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、「アパートでくらすためのお役立ち講座」と題して、地域生活へ移行するための、または地域で健康にくらしつづけるための学習講座を行いました。全9回の予定のうち、7回まで実施しています。




4.

第1回 2019年12月11日

場所：クリエート浜松 講師：鈴木 美絵さん

（プランセンターひくま）

テーマ：「地域でアパート生活を送るため

に～どこで どんな支援が受けられます

か～」

利用者19名 職員5名（救護2施設）

第2回 2020年1月29日

場所：あいホール（浜松市男女共同参画文

化芸術活動推進センター）

講師：大杉 友祐さん

（居住支援法人 天竜厚生会）

テーマ：「地域でアパート生活を送るため

に～アパートはどうやって選びますか～」

利用者16名 職員6名（救護2施設）

第3回 2020年3月11日

場所：慈照園 食堂 講師：服部 恒子さん

（慈照園 看護師）

テーマ：「地域でアパート生活を送るため

に～健康でくらし続けるために～」

利用者48名、職員10名（救護1施設）

＜2019（令和元）年度＞

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2019年度は　12月　1月　3月に表のような講座を行いました。

3月は新型コロナウィルス感染予防のため、慈照園内で実施しました。



4.

第4回 2019年9月16日

場所：あいホール（浜松市男女共同参画文

化芸術活動推進センター）

講師：野中 正子さん他1名

（浜松市消費者団体連絡会）

テーマ：「地域でアパート生活を送るために

～安全・安心な生活をおくる～」

利用者17名 職員5名（救護2施設）

第5回 2020年10月28日

場所：浜松市福祉交流センター21会議室 講師：山口 美津子さん

（訪問看護ステーション住吉）

テーマ：「地域でアパート生活を送るために

～健康で元気に暮らしつづけるために～」

利用者18名 職員5名（救護3施設）

第6回 2021年3月10日

場所：浜松市福祉交流センター21会議室 講師：三浦 達也さん（ソーシャルインク

ルー浜松神田町 施設長）

テーマ：「地域でアパート生活を送るために

～住まいを考えるパート2：グループホー

ムという住まい方」

利用者17名 職員4名（救護1施設、2施

設は後日動画視聴）

＜2020（令和2）年度＞

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2020年度は、新型コロナウィルス感染予防対策をとりながら

第4回　令和2年9月16日　
第5回　令和2年10月28日　　
第6回　令和3年3月10日　

と実施しました。



4.

第7回 2021年6月9日

場所：浜松市福祉交流センター43会議室 講師：山田 栄養士さん・杉野 保健師さ

ん（浜松市中央保健福祉センター）

テーマ：「地域でアパート生活を送るために

～食事と栄養のはなし～」

利用者17名 職員5名（救護2施設）

第8回 未定

場所：未定

テーマ：スポーツ交流

（ボッチャ あるいはソフトボール）

第9回 未定

場所：未定

テーマ：バーベキュー

（交流行事）

＜2021（令和3）年度＞

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2021年度は　6月に第7回を実施し、第8回、第9回の日程は未定です。新型コロナ感染状況をみて実施します。



4. 助成事業の内容 （1）地域サロン事業

＜まとめた言葉＞

ご ごはん：食事と栄養に注意する

お お金：金銭管理（自分ができなければ援助求める）

く くすり：服薬管理

え 縁（えにし）：相談できる人と場所をもつ

ん

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
学習講座のなかで　まとめることができた内容です。

地域移行のためには「ごおくえん」が必要と表現しました。





4. 助成事業の内容 （1）地域サロン事業

拠点施設における「コーヒー淹れ方教室」

元職員 齋藤 直美さんを講師に 「おいしいコーヒー淹れ方

教室」を企画中 新型コロナウィルス感染予防対策のため

待機中

地域移行をめざす利用者と退所者の交流や地域のボランティ

アとの交流を模索

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
未実施の企画としては、「おいしいコーヒーの淹れ方教室」があります。

これも慈照園利用者と地域の退所者や支援者、ボランティアとの交流の機会をねらったものです。



4. 助成事業の内容 （2）短期居宅生活訓練事業

（2）短期居宅生活訓練事業

慈照園近くのレオパレス1室を借り上げ、アパートでの単身

生活を体験する。日中は慈照園の日中活動（園内作業など）に

参加する。利用者自身が自分のできるところと課題をみつけ

る。

利用者によっては、朝食と夕食を自分で用意する。（自分で

調理する、あるいはお弁当などを購入する など）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大きく分けて2点目は、短期の居宅生活訓練事業です。

もともと、救護施設における居宅生活訓練事業というものがあります。

これは地域移行をめざす救護施設利用者が施設とは別に近隣のアパートで単身生活を送ることでスムーズな地域移行をめざすものです。

慈照園では近くにアパート3部屋を借り上げ、この事業を実施しています。

今回の赤い羽根福祉基金の助成により、これとは別にアパート1部屋を借り上げました。
ここで、アパートの単身生活を送りたい方に、その練習をしてもらうことをしています。
本人の地域移行への意欲を喚起することが目的です。結果的には、こちらの事業を利用した方が、さらに救護施設の居宅生活訓練事業に参加する、というパターンになりました。



4. 助成事業の内容 （2）短期居宅生活訓練事業

訓練アパート 外観 訓練アパート 入口

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アパートの外観です。



4. 助成事業の内容 （2）短期居宅生活訓練事業

訓練アパート 内部の様子

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アパートの内部です。



4. 助成事業の内容 （2）短期居宅生活訓練事業

夕食の調理風景夕食のようす

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
右側写真が調理の様子です。IHコンロが2口あります。

左側写真が食事風景です。

冷蔵庫・電子レンジ・洗濯機などが設置されているタイプの部屋を借りました。



4. 助成事業の内容 （2）短期居宅生活訓練事業

朝食 夕食

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
別の方の朝食と夕食の自炊例です。

このように、自炊もしてみたい、という方はそれを試していただきます。

利用される方の状況にあわせ、まず「一人で寝泊まりする」ことを試してみる、という方もおられます。





4. 助成事業の内容 （2）短期居宅生活訓練事業

利用者数 12名 （2019年11月30日～2021年9月30日現在）

利用者名 年 齢 利用期間 結 果

Aさん 40歳代 2019.11.30～2020.2.1 地域移行

（一般就労）

Bさん 50歳代 2020.2.2～2020.5.26 地域移行

（一般就労）

Cさん 40歳代 2020.6.5～2020.8.31

Dさん 40歳代 2020.9.2～2020.9.30 居宅生活訓練

Eさん 50歳代 2020.10.4～2020.11.26 居宅生活訓練

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまでに12名が参加しています。



4.

利用者名 年 齢 利用期間 結 果

Fさん 50歳代 2020.12.2～2020.12.19

Gさん 50歳代 ２０２０．１２．２５～2021.2.27

Hさん 40歳代 2021.3.15～2021.3.29

Iさん 40歳代 2021.4.20 不調で中止

Jさん 50歳代 2021.4.27～2021.5.9 不調で中止

Kさん 50歳代 2021.5.29～2021.6.12

Lさん 40歳代 2021.6.18～

助成事業の内容 （2）短期居宅生活訓練事業

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この短期居宅生活訓練では、
ゴミが分別して捨てられるか
あいさつできるか
セールスに対応できるか
食事が自分で用意できるか　
夜（午後8時30分前後）定時連絡できるか
職員の目がなくても規則正しい生活ができるか　などがわかります。





4. 助成事業の内容 （2）短期居宅生活訓練事業

その方の状況にあわせてアパート利用

施設入所後、はじめてのアパート生活

最大の成果は、施設生活ではわからなかった、

その方の課題がわかったこと

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
救護施設に入所されている方の場合、
環境の変化に弱く、一人で寝る、ということに不安感がでてきて、
なかには、妄想、幻聴などがでてくる方もいます。
隣の人がベランダを歩いた、とか。
隣の人の生活音が気になったり。
ぜひ参加したい、と訓練に参加しても不安で1日泊まることもできず戻ってきた方もいます。少しずつ慣れていくことが必要だ、ということがわかります。
だから練習する意義があります。




5. 助成事業の成果

 参加者から地域移行者がでた

アパート5名 グループホーム3名 （3年間）

 拠点施設を地域移行意欲喚起のために利用できた

 障害福祉サービスのグループホームと連携できた

 浜松市内の救護施設間の共同の取り組みができた

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
助成事業の成果です。


※講座の参加者中、その後地域移行をした方（アパート5名　グループホーム3名）　

※短期居宅生活訓練事業参加者　12名利用（2021.9.30現在）　　その結果　2名が地域移行をした

また3名がその後、救護施設居宅生活訓練事業へ参加




6. 助成事業の課題

 施設利用者と地域のボランティア、退所者、地域で生活する

当事者との交流はできなかった

 精神科病院や精神科クリニック、基幹相談支援センターなど

他種の社会資源とのつながりは作れなかった

 地域定着支援のためには地域活動支援センター的な居場所

づくりとインフォーマルなつながりも必要になる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは助成事業でやろうとしてできなかったことです。

わかったこととして、慈照園から退所して地域生活をしている方のなかには「さびしい」「孤独」と感じる方がいて、地域定着支援のためには、こうした気持ちを上回るもの、つながり、居場所などが必要だということです。

これは言ってみれば地域活動支援センター的なもので、さらにフォーマルな支援だけでなく、インフォーマルな支援、たとえば家族であったり、友人であったり、ボランティアであったり、ということが必要だとわかりました。





７. まとめ

 地域移行には施設入所中から地域生活を見越した

準備が必要である。 達成できた

 施設生活に慣れてしまい地域移行の意欲が減退す

ることを防ぐ手立てが必要である。（地域移行への

意欲喚起こそが重要である） 達成できた

 退所後も人的つながりが必要である。

未達成である

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まとめは、仮説のふりかえりです。
救護施設から地域移行を進めるためには、施設入所中から地域生活見越した準備が必要だということが実証できました。

とくに地域移行へ向かう意欲を継続してもちつづけることが最も重要であり、それは一度失敗しても、救護施設ならば、また再チャレンジできることを実証できました。

ただし、入所中から退所後の社会資源とのつながりは、充分につくれませんでした。地域生活の継続のためには、住むところ、働くところ、日中に過ごす場所、相談できる人・場所、趣味の活かし方などが重要であると仮説をたてましたが、それを実証できるようなつながりはつくれませんでした。

現状では、退所者には救護施設の通所事業（デイサービス）や訪問事業（アフターケア）が行われています。加えて、社協の日常生活自立支援事業で金銭管理などをお願いすることもあります。
こうしたフォーマルなサポートと家族・友人・趣味の仲間などのインフォーマルなつながりも重要と感じています。






ご清聴ありがとうございました

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上で慈照園の実践報告を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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